
令和５年５月２２日  
土 木 部 

 
自転車用ヘルメット購入費補助事業の実施について 

 
(付議の要旨)  

自転車利用者におけるヘルメット着用を促進するため、ヘルメット購入費の補助事業

を時限的に実施することを決定する。 
 
１ 主旨 

世田谷区では、自転車の安全利用を促進するため、令和２年に世田谷区自転車条例を

改正し、１３歳未満の児童が自転車に乗る際のヘルメット着用を保護者の義務とするな

どしたことで、児童、幼児のヘルメット着用については一定の成果が見られるところで

あるが、保護者をはじめ大人の着用者は伸び悩んでいる。 
また、近年、都内における自転車乗用中事故による死者の約７割が頭部に致命傷を負

っていることなどから、改正道路交通法が令和５年４月１日に施行され、自転車に乗る

際は、全自転車利用者のヘルメットの着用が努力義務となった。 
この度、全年齢の自転車用ヘルメット着用をより一層促進するため、現在東京都が検

討している補助制度を活用したヘルメット購入費の補助事業を時限的に実施すること

を決定する。 
 
２ 経緯 

令和２年 ４月 世田谷区自転車条例を改正（１３歳未満のヘルメット着用

義務など） 

１０月 ヘルメット義務化の施行 

令和５年 ４月 改定道路交通法の施行（自転車利用者のヘルメット着用の

努力義務化） 
 
３ 課題 
   令和５年４月にヘルメット着用の努力義務が施行されたが、東京都の着用率は５.

６％（全国平均４.０％）にとどまる。既に補助事業を実施している１１区市町村のほ

か、他区市町村においてもヘルメット購入補助の検討が進んでいる。 
   世田谷区においては、コロナ禍で一時的に減少した交通事故が増加に転じるなど、交

通事故、自転車事故の対策が急務である。また、自転車が関与する交通事故率は 50％を

超えることから、区民の安全安心を考慮し喫緊にヘルメット着用を促していく必要があ

る。 
 
４ 補助事業の概要 

販売協力店において、安全基準を満たした自転車用ヘルメットを購入した区内在住

の個人を対象に、ヘルメット購入費の一部を補助する。 
補 助 期 間  令和５年７月頃から令和６年３月３１日まで 
補助予定数  １０,０００人 
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補  助  額  ヘルメット１個あたり最大２,０００円 
※SG マーク（一般財団法人製品安全協会の安全基準）が付いている

自転車用ヘルメットおよび同等のものを対象とする。（新品のみ） 
販売協力店  ５０店（予定） 

 補助の方法 
１）購入者は販売協力店での購入時に購入申込書を記入、住所のわかる身分証明証を

提示 
２）購入者は販売価格から最大２,０００円を控除された金額で購入（販売協力店が

立替） 
３）販売協力店は区へ購入申込書を提出、区が販売協力店へ補助金相当を交付 
そ の 他  まずは、補助予定数 10,000 人を目途に今年度のみの補助とし、予定

数に達した時点で補助を終了とする。次年度以降の事業の継続は、今

後の購入需要のほか、自転車事故の傾向や事業実施効果などを踏まえ、

検討する。 

 

＜事業実施イメージ図＞ 
 

 
５ 事業経費  
   歳出 ２０，４００千円 (補助金２０，０００千円、一般需用費４００千円) 
   歳入    ３，０００千円 (都支出金：自転車安全利用促進事業補助) 
   
６ 周知方法及び普及啓発 

本事業の周知は、区のお知らせ、ホームページへの掲載及び区公共施設、販売協力

店へのポスター掲示、チラシ配布などを予定している。 
また、ヘルメット着用の促進に向けて、警察と連携した交通安全運動、交通安全教

室などによる周知、普及啓発を進めていく。 
 

 

2



７ 今後のスケジュール（予定） 

令和５年 ５月 公共交通機関・バリアフリー対策等特別委員会（補助事業

の報告） 

６月 第二回区議会定例会（補正予算案の提出） 

７月 補助事業の開始 
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